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北
条
六
郎
大
夫
康
孝　
　
　
△
経
孝　
　
北
条
大
夫
ト
云
府
中
竜
岡
ニ
館
シ
テ
住
ス
岡
ヲ
改
テ
云
二
正
岡
大
夫
一
正
岡
元
祖
也　
　
正
岡
衛
門
大
夫
此
末
孫 　
　
　
　
　
　
　
　
　
北
条
大
郎
大
夫
康
孝　
　
　
　
　
北
条
大
夫
経
孝 
正
岡
祖
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
孝　
竜
岡
ノ　
城
主
タ
リ
と
あ
る
独
自
部
脇
書
も
同
様
で
あ
る
。
南
明
施
注
か
、
個
々
確
認
出
来
な
い
が
、【
長
系
】
の
小
千
の
注
の
、
　
　
王
子
ノ
末
ナ
ル
故
ニ
以
レ
ヲ
チ
ヲ
小
千
為
レ
氏
矣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梵
王
領
二
四
天
下
一
而
三
千
六
千
世
界
自
然
ニ
成
ル
者
明
二
セ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
倶
舎
論
一
ニ
依
二
故
実
一
ニ
王
子
末
祝
レ
之
ヲ
姓
二
ス
小
千
一
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
云
伝
フ
は
同
系
他
本
に
見
え
ず
、
ま
た
為
世
条
に
、
　
　
　
　
　
浮
穴
御
舘
　
為
世　
家
時
無
二
世
子
一
、
故
賜
二
王
子
一
為
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
婿
君
令
二
レ
養
子
ヲ
シ
テ
継
一
レ
家
、
代
々
可
レ
ノ
為
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
官
ノ
五
位
一
之
由
、
被
レ
宣
下
抑
又
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
居
ノ
先
祖
ナ
リ也
、
雖
レ
為
レ
婿
継
レ
当
家
ヲ
也
△
－50－
リ
ユ
ウ
ウ
ケ
ナ
　
　
嵯
峨
天
　
　
皇
ノ
第
十
ノ
御
子
也
　
　
賜
藤
原
姓
の
破
線
は
、【
長
系
】
の
み
で
、
且
つ
【
善
系
】・『
予
章
記
』
で
は
、
新
居
氏
の
先
祖
を
玉
興
兄
弟
で
越
人
の
「
新
居
殿
」
と
す
る
か
ら
背
馳
す
る
訳
で
あ
る
。
一
方
新
居
氏
を
為
世
の
子
孫
と
す
る
系
図
48
が
あ
る
事
か
ら
判
断
す
る
と
、【
長
系
】
独
自
部
は
別
史
料
を
利
用
し
た
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る
。
　
ま
た
独
自
の
改
変
と
思
は
れ
る
例
が
あ
る
。
微
細
乍
ら
河
野
通
遠
の
注
記
を
見
る
に
、
通
治
子
と
し
て
、
　
　
【
長
系
】
　
　
　
　
　
　
七
郎　
　
十
六
歳
而
於
二
京
都
内
野
一
ニ
足
利
殿
ノ
侍
大
高
　
　
　
　
　
　
　
三
郎　
重
成
ト
組
テ
死
亡
ス
　
　
　
　
　
通
遠　
　
賜
二
江
州
愛
智
郡
并
河
州
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
野
ノ
庄
一
ヲ
依
二
戦
功
一
任
二
壱
岐
守
一
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
居
二
肥
前
小
崎
一
、
又
云
壱
岐
守
一
ト
、
延
文
五
年　
　
馳
二
参
京
都
一
ニ
　
　
　
　
　
後
ハ
九
郎
ト
云
通
時　
　
　
　
幼
名
云
彦
六
通
治
ハ
三
男
ヲ
以
テ
通
遠
死
後
ニ
七
郎
カ
子
ト
ス　
　
と
あ
り
、
七
郎
通
遠
の
戦
死
が
記
さ
れ
る
が
、
一
方
で
彦
六
を
も
仮
名
と
し
、
壱
岐
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
と
あ
る
。
同
系
他
本
も
、
　
　
【
越
智
稲
葉
】　　
河
野
七
郎
云
彦
六
通
遠　
　
任
壱
岐
守　
　
　
　
　
【
上
系
】　
　
通
治
長
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
遠
十
六
才
ニ
テ
討
死
同
七
郎
彦
六
ト
モ
云
任
壱
岐
守　
　 　
　
【
洲
系
】　
　
河
野
七
郎
改
彦
六
任
壱
岐
守　
　
　
通
遠
十
六
歳
シ
テ
討
死
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
野
九
郎　
通
時 
居
肥
前
小
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
時　
　
　
同
九
郎
居
肥
前
山
小
崎　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
九
郎
肥
前
小
嶋
ニ
居
ス
通
時　
　
　
と
、
同
じ
で
あ
る
が
、【
長
系
】
の
み
、
通
時
に
も
「
彦
六
」・「
壱
岐
守
」
の
同
じ
経
歴
を
記
し
、
更
に
そ
の
経
緯
を
記
す
。
然
る
に
『
太
平
記
』
巻
九
に
、
「
対
馬
守
カ
ユ
ウ猶
子
ニ
七
郎
ミ
チ通
遠
ト
テ
、
今
年
十
六
ニ
成
ケ
ル
若
武
者
」（
西
源
院
本
）
49
が
大
高
重
成
に
討
た
れ
た
と
さ
れ
、『
予
章
記
』
に
引
か
れ
る
。
擬
制
的
関
係
の
説
明
が
な
く
系
図
に
釣
ら
れ
た
と
解
し
て
も
、
そ
の
後
に
、
　
　
『
長
予
』
彼
河
野
七
郎
通
遠
ハ
、
垂
髪
ノ
時
ヨ
リ
合
戦
ヲ
遂
ケ
、
江
州
愛
智
郡
并
河
州
水
野
庄
ヲ
賜
、
任
二
壱
岐
守
一
、
十
六
歳
ニ
テ
　
　
討
死
ス　
　
－51－
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
事
績
は
合
戦
以
前
の
事
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
が
、
更
に
【
善
系
】
を
見
る
に
、
　
　
通
遠　
彦
六　
壱
岐
守　
　
　
但
養
子
分
譲
所
領
、
行
幸
供
奉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
之
時
勅
許
受
領　
貞
和
三
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
但
養
子　
　
通
経
末
某
也
と
、
養
子
通
遠
は
見
え
る
が
、『
太
平
記
』
の
仮
名
・
戦
死
記
事
が
な
く
51
、『
予
章
記
』・
長
福
寺
本
系
が
こ
れ
を
取
り
合
は
せ
た
事
が
分
か
る
が
、【
長
系
】
は
更
に
独
自
本
文
を
持
つ
事
に
成
る
。
　
さ
う
す
る
と
宗
賢
を
信
吉
と
同
一
人
と
す
る
【
長
系
】
の
位
置
付
け
も
、
寧
ろ
【
長
系
】、
更
に
は
端
的
に
南
明
の
改
変
で
は
な
い
か
。
即
ち
、
　
　
【
善
系
】　
　
　
　
　
　
【
越
智
稲
葉
】
（【
早
系
】・【
洲
系
】
同
）
　
　
　
信
吉　
河
野
小
十
郎　
　
　
信
吉
河
野
六
郎　
　
（
宗
賢
脇
書
が
あ
り
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宗
賢
坊
桑
原
祖
也　
　
【
長
系
】
に
同
じ
だ
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
返
点
、
送
仮
名
な
し
）
と
有
る
が
、
宗
賢
を
『
予
章
記
』
よ
り
通
信
の
兄
弟
に
補
つ
た
【
越
智
稲
葉
】
が
古
態
を
残
す
と
解
し
、
別
に
長
福
寺
系
祖
本
が
存
在
す
る
と
解
す
る
。
以
下
、【
長
系
】
と
【
越
智
稲
葉
】
の
共
通
本
文
は
、
長
福
寺
系
祖
本
本
文
に
存
し
た
と
仮
定
し
て
論
じ
た
い
。
　
　
四
、
長
福
寺
本
系
宗
賢
復
仇
譚
の
成
立
に
つ
い
て
　
【
長
系
】
と
【
越
智
稲
葉
】
に
共
通
す
る
問
題
説
話
は
、
南
明
以
前
に
長
福
寺
系
の
系
図
に
既
に
存
在
し
た
と
解
す
る
訳
だ
が
、
そ
の
由
来
の
説
明
は
可
能
で
あ
ら
う
か
。
西
寂
の
遊
覧
船
に
「
飛
入
」
と
す
る
の
が
本
来
と
す
る
と
、
同
記
事
に
は
、
他
の
箇
所
と
は
異
な
り
、
古
態
『
予
章
記
』
ま
た
は
古
伝
承
が
残
存
し
て
ゐ
る
と
解
す
る
事
で
あ
る
。
し
か
し
【
長
系
】・【
越
智
稲
葉
】
に
、
現
存
『
予
章
記
』
（
及
び
善
応
寺
本
系
）
に
見
え
な
い
記
事
は
あ
る
が
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－52－
　
　
【
越
智
稲
葉
】（
新
居
殿
・
華
厳
三
郎
条
）
宇
麻
郡
河
江
有
異
俗
（
諸
本
同
）
や
、
　
　
【
越
智
稲
葉
】（
通
清
条
）
於
高
縄
天
神
森
討
死
也
（
他
本
も
傍
線
部
同
）
の
傍
線
部
の
如
き
、
短
い
歴
史
的
固
有
名
詞
は
、
増
補
の
可
能
性
あ
り
と
見
て
除
外
す
る
と
し
て
、
　
　
【
越
智
稲
葉
】（
守
興
条
）
承
天
智
天
皇
命
、
治
新
羅
、
於
越
国
、
経
三
年
、
其
間
誓
遊
女
、
有
二
子
（
他
本
傍
線
部
同
。
桧
垣
本
も
同
）
の
傍
線
部
は
、
　
　
『
長
予
』
天
智
天
皇
ノ
御
宇
ニ
勅
命
ヲ
承
テ
、
新
羅
国
ニ
赴
給
、
堺
目
ニ
テ
三
ケ
年
逗
留
有
也
に
は
見
え
な
い
。
但
し
こ
れ
は
後
に
、
守
興
子
の
玉
純
が
越
国
人
で
あ
る
と
さ
れ
る
事
に
よ
る
補
筆
と
解
す
る
事
が
可
能
。
ま
た
、
　
　
【
越
智
稲
葉
】（
玉
澄
条
）
称
河
野
事
者
、
於
備
中
沖
、
船
中
探
得
水
者
、
予
里
高
縄
山
流
出
水
也
、
然
水
可
予
里
四
字
作
二
字
、　
　
　
名
字
付
河
野
（【
長
系
】
傍
線
部
「
也
」）
と
あ
る
件
り
は
、
河
野
の
名
字
の
由
来
の
故
事
付
け
で
、
波
線
部
を
【
長
系
】
は
「
然
ハ
水
ハ
者
可
レ
ノ
予
里
」
と
す
る
。
こ
れ
は
、『
予
章
記
』
に
、
　
　
『
長
予
』
只
今
探
得
ツ
ル
水
ハ
、
伊
与
国
高
縄
山
ヨ
リ
流
出
シ
タ
ル
水
ノ
末
ナ
リ
、
彼
高
縄
山
ハ
観
音
菩
薩
霊
験
ノ
地
也
、
当
初
十
　
　
六
人
ノ
天
童
彼
ノ
処
ニ
来
遊
シ
玉
フ
、
即
三
島
大
明
神
十
六
王
子
霊
跡
有
也
、
新
宮
ト
号
ス
、
其
廟
下
ヨ
リ
流
来
水
也
、
我
奇
瑞
有
　
　
テ
是
ヲ
知
レ
リ
、
汝
モ
、
然
ハ
彼
水
上
可
レ
住
、
サ
レ
ハ
水
ヲ
予
里
ト
ス
ヘ
シ
ト
云
ヲ
二
文
字
ニ
成
テ
、
河
野
ト
名
ヘ
シ
と
あ
つ
て
、
発
話
の
文
脈
が
異
な
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
『
諸
家
系
図
』
巻
四
十
二
所
収
「
河
野
」
の
玉
興
脇
書
で
は
、
　
　
伊
与
国
於
高
縄
山
、
有
清
泉
、
仍
住
此
処
、
以
此
水
宜
予
里
、
故
以
水
可
予
里
之
四
字
、
名
河
野
也
（
電
子
公
開
）
と
あ
つ
て
、
こ
れ
も
発
話
の
状
況
が
不
明
だ
が
、
共
に
長
福
寺
本
系
の
本
文
と
の
先
後
の
判
断
は
困
難
で
あ
る
。
　
些
か
問
題
な
の
が
、
　
　
【
長
系
】（
通
有
条
）
後
宇
多
院
「
」
弘
安
四
年
五
月
廾
一
日
、
蒙
古
カ
舩
四
千
艘
人
数
二
十
四
万
渡
時
52
－53－
の
二
重
線
部
の
、
蒙
古
の
兵
船
・
軍
勢
の
数
と
本
文
の
位
置
で
、
　
　
『
上
予
』
後
宇
多
院
弘
安
四
年
五
月
ニ
蒙
古
四
千
艘
ノ
兵
船
ヲ
浮
ヘ
、
軍
卒
二
十
四
万
人
日
本
ヲ
襲
ヒ
来
ル
ま
た
、
　
　
『
洲
予
』
人
王
九
十
代
後
宇
多
院
ノ
御
宇
弘
安
四
年
五
月
廾
一
日
、
蒙
古
廾
四
万
人
、
舩
四
千
艘
ニ
テ
襲
来
53
と
あ
る
両
本
が
近
い
。
対
し
て
、
　
　
『
長
予
』
後
宇
多
院
御
宇
弘
安
四
年
蒙
古
襲
来
、（
中
略
）
夷
賊
ハ
二
十
四
万
舟
八
千
艘
（
広
大
本
「
数
万
艘
」）
は
、
そ
れ
よ
り
も
遠
い
。
所
が
『
予
章
記
』
の
他
本
54
は
、
波
線
を
「
十
万
八
千
艘
」
と
し
て
更
に
一
致
し
な
い
。
　
【
長
系
】
が
古
態
『
予
章
記
』
本
文
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
に
近
い
『
洲
予
』、『
上
予
』、
次
い
で
『
長
予
』
が
近
く
、
他
の
『
予
章
記
』
は
そ
れ
を
改
変
し
た
と
説
明
す
る
事
に
な
る
が
、
佐
伯
氏
論
①
よ
り
、『
上
予
』
が
後
出
本
で
あ
る
こ
と
『
長
予
』
の
筆
写
者
南
明
以
前
に
、『
予
章
記
』
が
存
在
し
て
を
り
、『
長
予
』
が
同
系
諸
本
の
祖
本
で
あ
る
と
断
定
で
き
な
い
事
に
な
る
が
、
此
の
独
自
本
文
で
も
、
長
福
寺
系
本
文
が
古
態
『
予
章
記
』
本
文
で
あ
る
と
認
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
思
は
れ
る
。
　
そ
れ
で
も
宗
賢
脇
書
の
み
は
古
態
を
留
め
る
可
能
性
の
あ
る
事
を
、
完
全
に
否
定
出
来
な
い
事
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
は
長
福
寺
本
系
の
改
変
と
見
る
の
が
私
案
で
あ
る
。
河
野
家
の
伝
承
が
可
塑
性
に
富
む
事
は
こ
れ
ま
で
に
挙
げ
た
、
後
出
文
献
の
例
か
ら
も
分
か
る
が
、
河
野
系
図
（
・『
予
章
記
』）
の
益
躬
の
鉄
人
退
治
譚
に
登
場
す
る
郎
等
の
「
テ
ヘ
ノ
出
江
橋
立
」（
加
能
越
本
）55
な
る
不
自
然
な
名
が
56
、
そ
れ
を
利
用
す
る
『
王
年
代
記
』「
推
古
・
造
貢
五
年
条
」
で
は
、「（
鉄
人
が
）
出
江
於
二
橋
上
一
立
ツ
」
つ
た
為
、
足
裏
の
弱
点
を
偶
然
発
見
す
る
と
言
ふ
、
合
理
的
か
つ
同
退
治
譚
通
用
の
解
釈
が
施
さ
れ
る
（
拙
稿
）。
蟹
坂
が
舞
台
で
あ
る
と
す
る
と
、
江
に
出
る
事
は
な
く
、
且
つ
文
献
批
判
で
も
『
王
年
代
記
』
本
文
が
古
態
と
判
定
出
来
な
い
か
ら
、
こ
れ
は
、
よ
り
合
理
的
な
改
変
の
結
果
と
評
価
で
き
る
。
 
ま
た
端
的
に
西
寂
拉
致
を
改
変
し
た
作
品
が
あ
る
。
成
立
時
期
は
貞
享
三
年
以
前
以
外
不
明
で
あ
る
が
、
西
寂
拉
致
を
題
材
と
し
た
能
『
西
寂
』
で
、
　
　
Ａ
ワ
キ
詞
是
ハ
ｗ
備
後
国
の
住
人
努
賀
の
入
道
西
寂
に
て
候
、
爰
に
伊
予
の
国
の
住
人
、
河
野
ｘ
四
郎
道
清
と
申
者
、
ｙ
道
後
道
前
の
さ
か
ひ
－54－
　
　
高
縄
と
云
城
を
拵
、
平
家
を
そ
む
き
候
処
に
、
某
立
越
即
時
に
城
を
責
落
し
、
道
清
を
討
て
候
、
然
間
其
忠
に
よ
り
、
当
国
を
給
は
　
　
つ
て
候
、
今
日
ハ
天
気
も
う
ら
ゝ
か
に
候
程
に
、
ｚ
鞆
の
浦
へ
出
て
網
を
ひ
か
せ
は
や
と
存
候
（『
版
本
番
外
謡
曲
集
一　
三
百
番
　
　
本
』）
と
あ
り
、
西
寂
が
酒
宴
の
興
に
網
船
を
呼
び
寄
せ
、
曳
か
せ
る
が
、
　
　
Ｂ
西
〽ふ
し
き
や
是
な
る
網
舟
を
、
只
よ
の
常
の
舟
と
思
ひ
て
候
へ
は
、
打
物
ひ
ら
め
き
て
み
え
た
り
、
そ
も
汝
ハ
い
か
な
る
者
そ
カ
ウ
　
　
〽今
ハ
何
を
か
つ
ゝ
む
へ
き
、
伊
よ
の
国
の
住
人
河
野
四
郎
道
清
か
子
に
、
道
信
と
は
我
事
な
り
、
其
折
し
も
ハ
他
国
に
有
て
、
あ
り
　
　
あ
ハ
さ
れ
は
力
な
し
、
と
名
乗
る
。
通
信
は
西
寂
郎
党
を
蹴
散
ら
し
た
上
、
　
　
Ｃ
河
野
の
四
郎
ハ
か
つ
に
乗
て
、
舟
よ
り
飛
を
り
太
刀
取
直
、
面
も
ふ
ら
す
た
ゝ
か
ひ
し
に
と
上
陸
し
、
西
寂
を
最
終
的
に
組
み
伏
せ
、
　
　
Ｄ
頸
か
き
切
て
さ
し
あ
け
つ
ゝ
思
ふ
か
た
き
ハ
か
う
こ
そ
と
れ
と
よ
は
ハ
り
す
て
ゝ
、
小
舩
に
ゆ
ら
り
と
飛
乗
本
国
に
、
又
立
帰
る
　
　
河
野
か
振
舞
誉
ぬ
人
こ
そ
な
か
り
け
れ
と
、
西
寂
の
首
を
取
り
、
引
き
返
す
と
あ
る
。
　
Ｂ
の
波
線
部
の
文
辞
が
共
通
す
る
の
は
、
覚
一
本
・
同
周
辺
本
・
八
坂
本
第
四
類
本
『
平
家
』
で
あ
り
、
そ
れ
を
基
に
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
が
、
通
信
が
策
略
で
警
戒
さ
れ
ず
に
、
西
寂
に
小
船
で
接
近
す
る
と
い
ふ
点
は
、
仮
に
『
予
章
記
』
を
下
敷
き
に
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
趣
向
は
両
書
と
は
大
き
く
相
違
し
、「
〽ふ
り
た
る
笠
に
や
ふ
れ
み
の
」
と
網
引
き
に
身
を
窶
し
、
通
信
が
単
独
で
敵
を
討
つ
た
と
あ
る
点
は
、
新
た
な
創
出
で
、
こ
れ
は
復
讐
を
効
果
的
に
す
る
文
芸
的
な
改
変
が
施
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
長
福
寺
本
系
系
図
も
、『
予
章
記
』「
飛
入
」
の
状
況
を
批
判
的
に
解
釈
し
、
船
か
ら
船
へ
の
移
動
と
解
し
、
更
に
他
書
に
は
な
い
、
「
海
上
送
月
日
」（【
越
智
稲
葉
】）
と
、
海
上
で
の
雌
伏
期
間
を
明
示
し
て
、
合
理
的
・
文
芸
的
改
変
が
施
さ
れ
た
と
す
る
の
が
、
目
下
の
結
論
で
あ
る
。　
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五
、
宗
賢
復
仇
譚
の
本
願
　
延
慶
本
・
長
門
本
『
平
家
』
同
様
、
海
上
で
船
に
飛
び
乗
る
点
は
、
長
福
寺
本
系
が
先
祖
返
り
し
た
と
解
す
る
訳
だ
が
、
長
福
寺
本
系
で
も
『
予
章
記
』
同
様
、
西
寂
拉
致
に
通
信
が
参
加
し
て
ゐ
た
事
に
成
る
。
延
慶
本
・
長
門
本
の
如
き
宗
賢
単
独
型
と
、
ど
ち
ら
が
本
来
か
、
本
文
批
判
よ
り
は
明
ら
か
に
し
難
い
の
で
あ
る
が
、
宗
賢
の
単
独
の
功
名
に
、
通
信
を
割
り
込
ま
せ
た
も
の
で
、
中
世
武
家
河
野
氏
の
権
威
付
け
が
動
機
と
筆
者
は
推
定
す
る
。
先
の
能
『
西
寂
』
に
、
Ｂ
を
受
け
た
西
寂
に
、
　
　
西
縦〵
道
信
な
り
と
て
も
。
正
敷
親
の
最
期
に
た
に
も
。
し
ら
ぬ
由
に
て
有
し
者
の
。
何
程
の
事
の
有
へ
き　
　
　
　
　
と
、
親
の
戦
死
に
居
合
は
せ
な
い
事
を
咎
め
る
言
葉
が
あ
る
。
ま
し
て
高
縄
城
を
逃
れ
出
た
と
す
る
延
慶
本
・
長
門
本
・
四
部
本
・
『
盛
衰
記
』
で
は
、
不
名
誉
の
誹
り
を
受
け
る
余
地
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。『
承
久
記
』
で
、
伊
賀
判
官
光
季
が
院
の
追
討
を
受
け
て
、
子
の
寿
王
に
鎌
倉
に
落
ち
る
事
を
命
じ
た
時
、
寿
王
に
、
　
　
弓
矢
取
者
ノ
子
共
ノ
十
四
五
計
ニ
成
ン
ス
ル
カ
、
敵
ニ
値
、
親
ノ
討
レ
候
ハ
ン
ス
ル
所
ｘ
「
ニ
テ
不
死
シ
テ
落
テ
」
候
ハ
ヽ
、
幼
稚 
　
　
ナ
レ
ハ
ト
テ
、
ヨ
モ
人
ハ
免
シ
候
ハ
シ
、
親
ヲ
捨
テ
迯
タ
ル
不
覚
人
ト
テ
、
朝
夕
、
人
ニ
ｙ
「
被
見
候
ヘ
キ
ハ
」、
耻
シ
ク
覚
候
　
　
（
元
和
四
年
古
活
字
本
『
承
久
記
』
上
）57
と
語
ら
せ
る
が
、
同
様
の
見
解
は
当
然
有
る
だ
ら
う
か
ら
で
あ
る
。『
予
章
記
』
は
こ
れ
を
慮
り
、
通
信
は
偶
然
、
他
所
に
を
り
、
復
讐
も
自
ら
行
つ
た
と
し
、
武
人
と
し
て
欠
け
る
所
の
無
い
様
に
改
め
た
と
推
定
す
る
か
ら
で
あ
る
。
　
更
に
後
出
の
『
平
家
』
で
は
、
　
　
同
十
六
日
ニ
伊
与
国
ヨ
リ
飛
脚
到
来
、
河
野
ノ
大
郎
通
清
・
同
四
郎
通
信
、
是
モ
平
家
ヲ
背
テ
、
源
氏
ニ
同
心
ノ
間
、
道
前
道
後
ノ
境
　
　
鷹
尾
１
「
」
城
ニ
楯
込
ル
、
爰
ニ
肥
後
ノ
国
ノ
住
人
怒
賀
入
道
西
寂
ハ
平
家
志
深
ケ
レ
ハ
、
四
国
ノ
狼
籍
静
ン
ト
テ
、
伊
与
国
ヘ
押
渡
リ
、
鷹
　
　
尾
城
ニ
押
寄
テ
、
散
ニ〻
２
「
」
河
野
ノ
大
郎
通
清
被
二
討
取
一
候
ヌ
、
３
「
其
子
」
四
郎
通
信
ハ
、
安
芸
国
ノ
住
人
奴
田
ノ
次
郎
ハ
母
方
ノ
４
　
　
「
叔
父
」
ナ
レ
ハ
、
一
ニ
成
ン
ト
テ
安
芸
国
ニ
押
渡
リ
、
奴
田
ノ
城
ニ
楯
込
ル
、
怒
賀
ノ
入
道
西
寂
ハ
四
国
ノ
狼
籍
静
ツ
ヽ
、
備
後
ノ
ト
モ鞆
ニ
　
－56－
　
　
押
渡
、
其
夜
シ
モ
、
近
宿
〻
ヨ
リ
遊
君
遊
女
共
呼
集
メ
、
遊
戯
レ
舞
躍
リ
、
前
後
モ
不
知
臥
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
河
野
ノ
四
郎
父
ヲ
討
セ
テ
安
　
　
カ
ラ
ヌ
物
也
ト
テ
、
思
切
タ
ル
兵
共
、
百
余
人
語
テ
、
備
後
ノ
鞆
ヘ
押
渡
リ
、
散
ニ〻
攻
ケ
レ
ハ
、
城
ノ
内
ノ
兵
共
、
防
戦
ト
云
共
、
可
　
　
レ
叶
共
見
エ
サ
リ
ケ
リ
、
去
程
ニ
怒
賀
入
道
西
寂
ヲ
ハ
生
虜
テ
、
父
カ
被
レ
討
タ
リ
ケ
ル
５
「
高
直
ノ
」
城
マ
テ
提
持
テ
行
キ
、
鋸
テ
頸
ヲ
切
　
　
共
聞
ユ
、
又
張
付
ニ
シ
ケ
ル
共
聞
エ
ケ
リ
（
両
足
院
本
巻
六
「
四
国
鎮
西
早
馬
ノ
事
」）58
と
あ
り
、
一
連
の
攻
城
合
戦
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
を
り
、
敵
討
譚
の
性
格
が
後
退
す
る
。
　
こ
れ
ま
で
の
考
察
か
ら
、
こ
の
復
仇
譚
は
、
内
海
な
ら
で
は
の
舟
を
利
用
し
た
鮮
や
か
な
敵
討
で
、
そ
の
機
会
を
得
べ
く
苦
節
を
経
た
後
、
宗
賢
一
人
が
成
し
遂
げ
た
と
作
る
の
が
本
意
で
あ
る
と
推
定
出
来
る
。
残
る
史
料
か
ら
は
貴
種
め
か
さ
れ
る
が
、
宗
賢
は
本
来
、
名
も
な
き
家
人
で
は
な
か
つ
た
か
。
　
注
　
⑴
福
田
豊
彦
氏
「『
源
平
闘
諍
録
』
そ
の
千
葉
氏
関
係
の
説
話
を
中
心
と
し
て
」（『
東
京
工
業
大
学
人
文
論
叢
』
一
、
昭
和
五
十
年
十
　
二
月
）
　
⑵
山
内
譲
氏
「
解
題
Ⅱ　
『
予
章
記
』
の
成
立
」（
佐
伯
真
一
・
山
内
譲
氏
校
注
『
伝
承
文
学
注
釈
叢
書
一　
予
章
記
』〔
平
成
二
十
八
　
年
十
月
、
以
下
、
注
釈
本
『
予
章
記
』
と
す
る
〕）
掲
載
諸
論
参
照
。
更
に
丸
山
幸
彦
氏
「
近
世
『
予
章
記
』
の
成
立
と
構
造―
南
明
　
本
を
中
心
に―
」（『
四
国
中
世
史
研
究
』
十
一
、
平
成
二
十
三
八
月
）
参
照
。
　
⑶「『
予
章
記
』
雑
考
」（『
帝
塚
山
学
院
大
学
研
究
論
集
』
二
十
一
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
〔
以
下
、
佐
伯
氏
論
①
と
す
る
〕）
掲
載
　
諸
論
参
照
。
　
⑷
山
内
譲
氏
『
中
世
瀬
戸
内
海
地
域
史
の
研
究
』
第
三
部
第
四
章
第
三
節
「「
予
章
記
」
の
成
立
」（
平
成
十
年
二
月
）
　
⑸
佐
伯
氏
論
①
・
佐
伯
真
一
氏
「
解
題
Ⅰ　
『
予
章
記
』
の
諸
本
と
伝
承
文
学
的
価
値
」（
注
釈
本
『
予
章
記
』
所
収
）
　
⑹『
平
家
物
語
遡
源
』
第
三
部
第
二
章
「『
平
家
物
語
』
と
『
予
章
記
』」（
平
成
八
年
九
月
、
初
出
昭
和
六
十
三
年
二
月
〔
以
下
、
佐
　　
－57－
　
伯
氏
論
②
と
す
る
〕）。
　
⑺
東
大
史
料
編
纂
所
謄
写
本
に
よ
る
（
以
下
、【
善
系
】
と
す
る
）。
猶
、
数
年
前
電
網
競
売
に
出
品
さ
れ
た
現
蔵
者
不
明
の
写
本
一
巻
　
が
あ
る
。
そ
の
時
公
開
さ
れ
た
画
像
で
は
、
裏
書
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
善
応
寺
甲
本
系
の
写
本
で
（
四
郎
通
直
ま
で
）、
次
に
　
「
孝
霊
天
皇
ヨ
リ
四
十
二
代
」
と
し
、
河
野
氏
の
嫡
子
系
図
を
継
ぎ
、
奥
書
に
、
　
　
前
与
州
大
守
河
野
四
郎
通
直
公
藝
州
竹
原
仁
　
　
天
正
十
五
丁
亥
年
七
月
十
四
日
御
歳
廾
四
歳
有
御
逝
去
依
是
　
　
風
早
好
成
山
善
応
禅
寺
込
置
但
是
写
也
　　
　
天
正
十
五
丁
亥
年
霜
月
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
原
朝
臣
二
神
修
理
進
種
家
　
と
あ
る
。
そ
の
後
、
七
郎
通
正―
正
種
の
系
統
の
某
氏
系
図
が
載
る
。
本
文
一
筆
か
。
以
下
、
二
神
本
と
略
。
二
神
修
理
進
は
『
二
神
　
文
書
』「
河
野
氏
奉
行
人
連
署
奉
書
案
」（
永
禄
十
三
年
十
二
月
〔『
愛
媛
県
史　
資
料
編　
古
代
・
中
世
』
二
一
〇
六
、
以
下
『
愛
　
媛
』
と
略
〕）・『
同
』「
二
神
氏
文
書
案
」（
永
禄
十
三
年
十
二
月
〔『
愛
媛
』
二
一
一
〇
〕）・『
同
』「
二
神
修
理
進
書
状
」（『
愛
媛
』
　
二
二
四
六
）
に
見
え
る
人
物
。
　
⑻「
系
図
と
家
記―
伊
予
河
野
氏
の
例
か
ら―
（
上
）・（
下
）」（『
国
語
国
文
』
七
十
九
ノ
十
・
十
一
、
平
成
二
十
二
年
十
・
十
一
月
、
　
以
下
、
拙
稿
と
略
）。
　
⑼
汲
古
書
院
刊
の
斯
道
文
庫
本
影
印
に
よ
る
。
　
⑽
貴
重
古
典
籍
叢
刊
に
よ
る
。
平
松
本
（
清
文
堂
）・
竹
柏
園
本
（
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
）・
小
城
鍋
島
本
（
汲
古
書
院
）・
南
都
本
　
（
汲
古
書
院
）・
高
橋
十
行
本
（
高
橋
貞
一
氏
『
平
家
物
語
覚
一
本
新
考　
八
坂
流
本
の
成
立
流
伝
』
所
収
）
近
し
。
八
坂
本
第
一
類
文
　
禄
本
（
複
刻
日
本
古
典
文
学
館
）・
同
第
二
類
の
京
都
府
立
総
合
資
料
館
本
（
電
子
公
開
）・
田
中
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
電
子
　
－58－
　
画
像
）・
奥
村
本
（
大
学
堂
の
影
印
）・
秘
閣
粘
葉
本
・
城
方
本
（
共
に
内
閣
文
庫
の
電
子
公
開
）・
城
幸
本
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
の
　
電
子
公
開
）
は
「
河
野
四
郎
通
信
」
が
五
百
余
騎
で
挙
兵
し
た
と
す
る
。
八
坂
本
『
平
家
』
諸
本
の
分
類
と
略
称
は
山
下
宏
明
氏
編
　
『
平
家
物
語
八
坂
系
諸
本
の
研
究
』（
平
成
九
年
一
月
）
に
よ
る
。
　
⑾
龍
谷
大
学
善
本
叢
書
の
影
印
に
よ
る
。
高
野
本
（
笠
間
書
院
刊
の
影
印
）・
梵
舜
本
（
電
子
公
開
）
同
。
ま
た
鎌
倉
本
（
汲
古
書
院
　
刊
）・
享
禄
本
（
原
装
古
典
影
印
叢
刊
）
も
同
。
　
⑿『
平
家
物
語
全
注
釈　
中
巻
』
巻
六
「
廻
文
」（
昭
和
四
十
二
年
五
月
）
　
⒀
日
本
古
典
文
学
影
印
叢
刊
に
よ
る
。
島
原
本
大
略
同
（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
電
子
公
開
に
よ
る
）。
　
⒁
佐
伯
真
一
・
高
木
浩
明
氏
『
校
本
保
暦
間
記
』
の
慶
長
古
活
字
本
の
影
印
に
よ
る
。
　
⒂
当
時
、
そ
れ
が
孝
養
と
さ
れ
た
と
あ
る
。
佐
伯
真
一
氏
「
敵
討
の
文
学
と
し
て
の
『
曽
我
物
語
』」（
村
上
美
登
志
氏
編
『
曽
我
物
　
語
の
作
品
宇
宙
』
所
収
、
平
成
十
五
年
一
月
）・
同
氏
「
復
讐
の
論
理―
『
曽
我
物
語
』
と
敵
討―
」（『
京
都
語
文
』
十
一
、
平
成
十
　
六
年
十
一
月
）
参
照
。
　
⒃
汲
古
書
院
の
影
印
に
よ
る
。『
盛
衰
記
』
で
は
１
「
奴
田
」、
２
「
ヲ
調
へ
、
猟
船
ノ
躰
ニ
モ
テ
ナ
シ
」、
４
「
西
寂
ヲ
生
虜
テ
、
高
　
縄
城
ニ
将
行
テ
」、
５
「
異
説
雖
口
多
、
死
亡
決
定
也
」
と
の
差
異
が
あ
る
（
勉
誠
社
刊
の
慶
長
古
活
字
本
の
影
印
に
よ
る
。
蓬
左
本
　
も
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
、「
レ
ウ
セ
ン
猟
船
」
と
す
る
〔
汲
古
書
院
影
印
〕）。
四
部
本
・『
盛
衰
記
』
に
近
い
天
理
大
学
図
書
館
蔵
高
倉
寺
本
『
平
家
』
　
巻
六
（
紙
焼
写
真
）
で
は
２
を
「
鉤
舟
」
と
し
、
３
に
「
さ
右
な
く
」
と
入
る
。
　
⒄
注
釈
本
『
予
章
記
』
で
は
、「
夜
通
し
船
上
で
酒
宴
を
張
る
意
か
」
と
す
る
。
高
倉
寺
本
で
は
「
西
海
」
と
す
る
。
　
⒅
河
野
氏
系
図
諸
本
に
見
え
な
い
。
通
清
兄
弟
と
し
て
、
河
野
氏
系
図
で
は
盛
家
を
釣
る
【
善
系
】・
二
神
本
・【
長
系
】・【
越
智
稲
　
葉
】
に
は
名
字
・
仮
名
が
な
く
、「
親
清
二
男
」
と
あ
り
、
そ
の
子
の
信
家
に
「
北
条
三
郎
大
夫
」
と
あ
る
の
み
。
ま
た
別
本
『
河
野
　
系
図
』（
続
群
書
類
従
）
で
は
「
某
」
の
み
。
対
し
て
『
越
智
姓
得
能
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
で
は
盛
家
に
「
北
条
　
三
郎
大
夫
」、『
別
宮
系
図
』（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
で
は
「
北
条
四
郎
大
夫
」、【
上
系
】
で
は
「
河
野
太
郎
太
夫
」
と
す
る
。
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『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
内
侍
原
刑
部
卿
所
蔵
本
「
河
野
系
図
」
で
は
通
清
子
に
（「
大
内
福
良
」
と
脇
書
）、
金
蓮
寺
本
で
は
盛
家
を
通
　
清
の
従
兄
弟
と
し
、「
当
家
ノ
氏
族
相
伝
之
家
系
多
以
二
盛
家
一
作
二
親
清
二
男
一
、
疑
ハ
執
筆
者
誤
歟
、
古
系
如
二
本
書
一
」（
伊
予
史
談
会
　
蔵
写
本
）
と
し
て
、
区
々
で
あ
る
　
⒆
汲
古
書
院
の
影
印
に
よ
る
。
長
門
本
（
巻
十
二
）
は
１
が
「
移
り
て
」、
２
「
へ
つ
な
を
、
う
ち
き
り
て
」、
３
「
首
を
の
こ
に
て
」
　
と
異
な
る
点
が
若
干
あ
る
。
長
門
本
は
、
福
武
書
店
の
岡
山
大
学
本
に
よ
り
、
赤
間
神
宮
本
（
山
口
新
聞
社
刊
の
複
製
）
を
参
照
し
た
。
　
⒇
佐
々
木
紀
一
「
安
日
説
話
の
展
開―
真
名
本
『
曾
我
物
語
』
揺
蕩―
」〔『
国
語
国
文
』
七
十
五
ノ
十
二
、
平
成
十
八
年
十
二
月
）〕
　
参
照
の
こ
と
。
そ
の
後
管
見
に
入
つ
た
同
系
の
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
徳
大
寺
本
（『
日
本
八
十
姓
并
四
家
系
図
』）・
同
蔵
島
津
本
（『
日
　
本
惣
系
図
』）
も
参
照
し
た
。
何
れ
も
近
世
の
写
本
。
　
21
延
慶
本
で
は
通
信
が
一
旦
、
伊
予
よ
り
石
見
に
逃
れ
た
と
し
な
が
ら
、
直
後
に
宗
賢
が
伊
予
で
通
信
と
対
面
し
た
と
す
る
事
も
不
審
　
だ
が
、
長
門
本
で
は
安
芸
と
し
て
問
題
な
い
。
更
に
長
門
本
の
「
福
茂
新
次
郎
」（
巻
十
八
「
田
内
左
衛
門
尉
被
生
虜
事
」）
で
あ
れ
ば
　
良
い
の
だ
が
、
延
慶
本
『
平
家
』
で
は
、
屋
島
合
戦
の
折
、
河
野
通
信
を
攻
め
た
田
内
左
衛
門
尉
成
直
（
教
良
）
が
、「
河
野
カ
伯
父
　
福
浦
新
三
郎
」（
延
慶
本
六
本
「
八
嶋
ニ
押
寄
合
戦
ス
ル
事
」。
四
部
本
は
「
ク吹
浦
三
郎
」）
と
、
仮
名
が
同
じ
通
清
兄
弟
を
討
つ
た
と
す
　
る
の
は
、
不
自
然
で
あ
る
（
覚
一
本
・
屋
代
本
は
な
し
）。
該
当
人
物
は
河
野
系
図
諸
本
で
は
、
伊
予
史
談
会
蔵
『
乎
致
宿
祢
系
図
外
　
八
本
』「
乎
致
宿
祢
系
図
」
に
、
通
豊
を
釣
り
、「
河
野
新
三
郎
、
冒
福
良
氏
、
於
伊
与
国
喜
多
郡
比
志
城
討
死
、
池
内
冠
者
公
通
継
家
、
　
子
孫
冒
池
内
氏
」
と
一
致
す
る
が
（
『
同
前
』
得
能
通
忠
氏
蔵
「
河
野
系
図
」
に
は
「
福
良
新
三
郎
、
比
志
城
討
死
」
と
あ
る
）、『
平
　
家
』
に
先
行
す
る
か
疑
問
。
　
22
上
蔵
院
本
共
に
、
伊
予
史
談
会
叢
書
『
予
章
記
・
水
里
玄
義
』
の
翻
刻
に
よ
る
。
傍
線
部
、
広
島
大
本
「
念
望
無
限
」
と
あ
り
、「
」
　
に
は
、
聖
藩
本
「
呼
」（『
軍
記
物
語
研
究
叢
書　
第
八
巻　
未
刊
軍
記
物
語
資
料
集
八　
聖
藩
文
庫
本
軍
記
物
語
集
四
』）
が
入
る
。
　
23
洲
本
市
立
図
書
館
蔵
『
予
章
記
』（
以
下
、『
洲
予
』
と
略
）
に
は
本
記
事
な
し
。
請
求
記
号
（
歴
史
一―
三
二
）
、
黄
土
色
表
紙
、
　
二
十
六
・
八
糎×
十
九
・
六
糎
。
墨
付
六
十
一
丁
。
外
題
・
内
題
「
予
章
記
」。
最
終
丁
に
「
享
保
十
三
戊
申
八
月
廿
三
日　
藤
原
忠
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愛
記
之
」
の
奥
書
あ
り
。
本
文
一
筆
。
そ
の
構
成
は
①
「
河
野
家
追
考　
忠
愛
記
」・
②
「
予
章
記
」・
③
「
河
野
系
図
」（
一
柳
氏
を
　
継
ぐ
。
後
掲
す
る
【
洲
系
】）・
④
「
河
野
系
図
」・
⑤
「
河
野
家
記
考
」
⑥
「
久
留
嶋
家
系
」
よ
り
成
る
。
②
は
、
亀
王
丸
通
義
死
亡
　
記
事
の
後
、
通
久
以
下
の
歴
代
を
記
し
、
四
郎
通
直
の
天
正
十
五
年
死
亡
に
よ
る
断
絶
記
事
で
終
は
る
。
更
に
追
記
が
あ
り
、
そ
の
末
　
尾
に
「
寛
文
十
白
孟
秋
日
凸
嶺
叟
謾
書
二
ス
其
ノ
後
一
ヘ
大
尾
」
と
あ
り
、
本
文
は
寛
文
十
年
以
前
の
成
立
と
な
る
。
そ
の
本
文
は
他
の
諸
本
　
と
大
き
く
異
な
る
が
、『
予
陽
河
野
家
譜
』（
内
閣
文
庫
本
に
よ
る
）
に
近
い
所
が
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
た
か
。
　
24
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
に
よ
る
。
　
25
伊
予
史
談
会
刊
行
本
の
改
訂
四
版
の
翻
刻
に
よ
る
。
　
26
次
の
内
閣
本
共
に
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
内
閣
本
も
「
幕
ノ
内
ニ
呼
入
対
面
シ
盃
ヲ
出
サ
ン
ト
ス
ル
砌
ニ
宗
賢
ツ
ヽ
ト
入
テ
西
寂
ヲ
　
ヒ
ツ
サ
ケ
イ
ケ
ト
リ
引
提
虜
レ
之
ヲ
舩
ニ
乗
セ
」
と
あ
り
（
得
能
本
同
）、
注
釈
本
『
予
章
記
』
二―
⑤
【
校
異
】
に
よ
れ
ば
、
黒
田
本
も
「
ツ
ヽ
ト
入
テ
」
　
と
あ
る
。
　
27【
越
智
稲
葉
】・【
上
系
】・【
洲
系
】
二
重
線
部
な
し
。
　
28【
長
系
】・【
上
系
】
同
。【
越
智
稲
葉
】
は
傍
線
部
を
「
畧
」、【
洲
系
】
は
「
謀
反
」
と
す
る
。
　
29【
河
崎
系
】
で
は
、「
通
信
宗
賢
坊
不
意
ニ
入
道
カ
舟
ニ
乗
移
リ
」
と
明
示
す
る
。
　
30
東
大
史
料
編
纂
所
の
【
長
系
】
謄
写
本
に
よ
れ
ば
、
そ
の
由
緒
書
は
系
図
の
方
に
附
属
す
る
事
に
な
る
（
注
釈
本
『
予
章
記
』
収
　
録
）。
佐
伯
氏
論
①
に
紹
介
す
る
黒
田
本
奥
書
の
、
稲
葉
正
通
に
贈
つ
た
と
あ
る
系
図
も
同
系
か
。
　
31【
上
系
】
に
は
『
上
予
』
の
み
に
一
致
す
る
箇
所
が
あ
る
。
益
躬
脇
書
で
、
　
　
【
上
系
】
其
時
此
来
嗜
持
タ
ル
金
磁
頭
抛
玉
フ
　
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
他
の
二
系
図
に
な
く
、
　
　
『
上
予
』
此
来
嗜
ミ
持
タ
ル
金
磁
頭
ヲ
ソ
ロ
リ
ト
ヌ
キ
、
足
ノ
ウ
ラ
ノ
矢
所
ヲ
見
ス
マ
シ
、
思
フ
マ
ヽ
ニ
射
ケ
レ
ハ
　
と
あ
る
の
に
近
い
。
し
か
し
三
並
脇
書
で
、
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【
上
系
】
其
影
移
海
水
、
見
二
チ
ヾ
ミ
文
字
、
為
吉
例
紋
ニ
用
来
ル
也
　
　
【
越
智
稲
葉
】
其
紋
移
海
水
、
見
三
文
字
、
自
此
用
折
敷
内
三
文
字
紋
也
（【
長
系
】・【
早
系
】・【
洲
系
】
同
）
　
　
『
上
予
』
其
影
高
ク
海
水
ニ
浮
ヒ
、
波
に
漂
ヒ
ク
タ
ケ
ケ
ル
カ
三
文
字
ニ
見
タ
リ
、
其
後
夷
国
帰
朝
ノ
嘉
例
ト
シ
テ
傍
折
敷
ニ
三
文
　
　
字
ヲ
家
ノ
紋
ト
シ
テ
定
メ
玉
フ
　
　
『
長
予
』
其
影
ノ
白
々
ト
海
水
ニ
移
リ
タ
ル
ニ
三
文
字
見
ヘ
タ
リ
、
奇
異
ノ
想
ヲ
ナ
ス
処
ニ
、
其
舟
ヨ
ク
日
本
ノ
軍
得
レ
利
、
早
ク
　
　
帰
朝
ア
リ
シ
故
ニ
、
幕
ノ
紋
ニ
モ
用
レ
之
、
其
ノ
三
文
字
波
ニ
移
タ
ル
体
ニ
テ
縮
三
文
字
也
、
折
敷
モ
只
四
方
ナ
ル
折
ヘ
キ
也
（
通
　
　
信
条
）
　
と
あ
り
、
傍
線
部
は
『
上
予
』
で
は
な
く
、『
長
予
』
に
あ
る
か
ら
、【
上
系
】
が
再
参
照
し
た
『
予
章
記
』
を
『
上
予
』
と
限
定
す
る
　
事
は
出
来
な
い
。
ま
た
独
自
の
誤
り
も
あ
る
。
伊
予
王
子
第
一
王
子
（
大
宅
）
脇
書
で
、
　
　
【
上
系
】
ヨ
シ
ヲ
以
並
レ
屋
、
故
其
所
ヲ
ヨ
シ
原
ト
云
也
　
　
【
越
智
稲
葉
】
菴
立
並
、
故
其
所
曰
菴
原
也
（
他
本
ほ
ぼ
同
）
　
と
あ
る
傍
線
は
、【
上
系
】
の
誤
り
で
あ
る
。
　
32
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
の
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
　
33【
善
系
】・
二
神
本
・
別
本
『
河
野
系
図
』（
続
群
書
類
従
所
収
）
に
は
記
事
な
し
。
　
34
田
中
稔
氏
『
鎌
倉
幕
府
御
家
人
制
度
の
研
究
』
第
三
編
第
三
「
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
伊
予
国
の
地
頭
御
家
人
に
つ
い
て
」（
平
成
三
　
年
八
月
、
初
出
昭
和
四
十
四
年
）
　
35
佐
藤
進
一
氏
『
増
訂
鎌
倉
幕
府
守
護
制
度
の
研
究―
諸
国
守
護
沿
革
考
証
編―
』
第
七
章
「
伊
予
」（
昭
和
四
十
六
年
六
月
）・
山
内
　
譲
氏
『
中
世
瀬
戸
内
海
地
域
史
の
研
究
』
第
三
部
第
二
章
「
承
久
の
乱
と
地
方
武
士
団
の
動
向
」（
平
成
十
年
二
月
）
　
36
問
題
個
所
は
京
大
本
も
同
じ
（
次
の
臼
杵
甲
・
乙
本
共
に
紙
焼
写
真
に
よ
る
）。
呆
犬
斎
本
『
予
章
記
』
は
近
世
後
期
写
本
一
冊
。
　
二
十
八
・
五×
二
十
一
・
九
糎
。
黄
土
色
後
装
表
紙　
内
題
「
予
章
記
」
と
書
。
墨
付
六
十
三
丁
、
本
文
一
筆
（
漢
字
片
仮
名
）。
亀
　
－62－
　
王
丸
通
義
の
死
没
記
事
の
後
に
、
　
　
　
此
跡
者
御
弟
之
六
郎
通
之
殿
有
二
御
譲
一
而
河
野
六
郎
通
之
ト
申
、
於
二
三
木
寺
一
而
討
死
也
、
是
瑞
巌
寺
殿
也
　
と
あ
り
、
河
野
四
郎
通
直
の
代
の
滅
亡
ま
で
歴
代
当
主
と
法
名
、
死
因
を
上
げ
、
通
直
養
子
の
河
野
太
郎
の
伊
予
入
と
再
興
が
叶
は
な
　
か
つ
た
旨
の
記
事
が
あ
る
。
末
尾
に
「
河
野
家
之
覚
」・「
河
野
一
族
十
八
ケ
村
侍
大
将
之
覚
」
と
歴
代
の
院
号
の
覚
書
が
続
く
。
　
37
内
閣
文
庫
蔵
『
河
野
軍
記
』
で
は
、「
其
時
之
忠
賞
ニ
宇
都
宮
弥
三
郎
友
綱
ニ
梶
原
カ
領
セ
シ
喜
多
郡
ヲ
賜
ル
、
後
世
永
禄
十
年
ニ
　
亡
ヒ
シ
宇
都
宮
遠
江
守
豊
綱
ハ
弥
三
郎
友
綱
之
庶
族
ナ
リ
」
と
敷
衍
す
る
（
電
子
公
開
に
よ
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
『
予
州
　
来
由
記
』
が
同
）。
　
38【
越
智
稲
葉
】
ほ
ぼ
同
。【
上
系
】
は
ａ
以
下
な
し
。【
洲
系
】
は
傍
線
を
「
座
跡
」
と
し
、【
河
崎
系
】
は
「
後
、
予
州
越
智
郡
御
嶌
　
ニ
於
テ
明
神
ト
崇
メ
」
と
改
め
る
。
　
39『
忽
那
家
文
書
』「
忽
那
一
族
軍
忠
次
第
」
に
見
え
る
「
通
増
通
綱
」
で
あ
る
が
（『
愛
媛
』
六
八
一
）、『
太
平
記
』
巻
七
「
土
居
得  
　
能
揚
旗
事
」
で
は
「
土
居
次
郎
・
ト
ク
ノ
ウ
得
能
弥
三
郎
」（
西
源
院
本
）
と
あ
り
系
図
の
仮
名
「
弥
太
郎
」
と
異
な
る
（
正
木
本
・
相
承
院
本
・
　
陽
明
本
は
「
得
能
三
郎
」）。
ま
た
巻
十
七
「
義
貞
北
国
落
事
」
で
は
「
河
野
備
後
守　
通
治
・
同
備
中
守
通
縄
」（
西
源
院
本
）
と
あ
　
り
（
陽
明
本
は
通
綱
を
挙
げ
な
い
）、
神
田
本
に
は
「
得
能
備
中
守
通
綱
」
と
も
あ
る
が
、
系
図
と
完
全
に
一
致
し
な
い
。
西
源
院
本
　
は
軍
記
物
語
研
究
叢
書
、
玄
玖
本
は
勉
誠
社
、
神
田
本
は
汲
古
書
院
の
影
印
に
よ
る
。
そ
の
他
は
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
　
40『
河
野
土
居
系
図
』
（
東
大
史
料
編
纂
所
蔵
謄
写
本
）
で
は
、
系
図
の
配
置
は
異
な
る
が
通
綱
に
付
せ
ら
れ
る
。
二
神
本
で
は
問
題
　
の
脇
書
は
、
　
　
　
　
　
得
能
四
郎
大
夫
、
号
得
能
冠
者
通
俊　
　
　
　
　
　
　
　
母
新
居
大
夫
玉
氏
女　
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同
太
郎　
　
　
　
通
秀　
　
　
　
　
号
得
能
冠
者　
　
　
　
　
又
太
郎
通
純　
　
　
　
　
　
同
弥
太
郎
通
村　
　
　
　
　
　
　
　
又
太
郎
通
綱　
　
　
　
　
　
河
野
太
郎　
通
政　
　
　
　
（
略
）　
（
略
）　
　
　
　
　
と
位
置
が
異
な
る
。
善
応
寺
系
本
で
も
、
配
置
を
崩
し
、
通
政
に
付
す
本
が
あ
り
（
島
原
本
『
古
系
図
』「
河
野
系
図
乙
本
」〔
掲
載
　
順
に
甲
・
乙
本
と
す
る
。
電
子
公
開
〕）、
別
本
『
河
野
系
図
』
は
更
に
崩
れ
、
通
政
に
「
任
備
後
守
」、
得
能
通
秀
に
、
本
来
通
政
の
　
脇
書
の
「
承
久
年
中
隠
岐
院
御
治
世
之
時
、
被
召
加
西
面
武
者
所
」
が
あ
る
。
　
41
伊
予
史
談
会
蔵
『
河
野
諸
家
系
譜
』
で
は
信
吉―
宗
賢
と
親
子
関
係
と
す
る
。
　
42
別
本
『
河
野
系
図
』
で
は
壬
生
川
通
光
の
子
と
し
て
、
大
き
く
異
な
る
。
　
43【
早
系
】
は
傍
線
部
を
「
―任
二
ス
伊
予
王
子
一
ト
下
レ
ス
ノ
国
ニ
之
―例
」
と
訓
ず
。【
洲
系
】
は
「
任
伊
与
国
江
皇
子
下
国
ノ
例
ニ
」
と
す
る
。
　
44
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
『
王
年
代
記
』
推
古
紀
所
収
記
事
ほ
ぼ
同
。
拙
稿
参
照
。
　
45【
早
系
】
は
、
通
昭
を
兄
弟
に
竄
入
す
る
が
、
こ
れ
は
【
越
智
稲
葉
】
を
誤
つ
た
も
の
。
　
46【
洲
系
】
は
「
智
真
房
」
の
み
釣
る
。【
河
崎
系
】
な
し
。
　
47「
親
清
条
」
で
、
　
　
【
越
智
稲
葉
】
又
平
治
比
承
白
川
院
宣
、
任
伊
与
国
務
職
云
々
（【
早
系
】
同
）
　
と
あ
る
の
は
、
　
　
『
長
予
』
平
治
二
年
後
白
河
院
宣
ヲ
承
テ
任
二
伊
与
国
々
務
職
一
－64－
元
弘
年
中
吉
野
院
一
統
御
宇
任
備
後
守
　
と
あ
る
傍
線
部
を
脱
落
し
て
ゐ
る
が
、
　
　
【
長
系
】
又
平
治
ノ
コ
ロ
後
頃
○
承
白
川
ノ
院
宣
一
ヲ
、
任
伊
預
国
務
職
一
ニ
云
々
　
と
あ
る
事
か
ら
す
る
と
、【
長
系
】
の
訂
正
と
考
へ
ら
れ
る
。
　
48『
与
州
新
居
系
図
』（
大
倉
粂
馬
氏
解
説
の
複
製
）・『
別
宮
系
図
』・『
水
里
玄
義
』
　
49
軍
記
物
語
研
究
叢
書
に
よ
る
。
神
田
本
・
玄
玖
本
・
天
正
本
同
。
中
京
大
本
は
傍
線
の
「
猶
」
な
し
。　
　
　
50『
中
世
河
野
氏
権
力
の
形
成
と
展
開
』
第
一
部
補
論
二
「
南
北
朝
期
の
伊
予
国
守
護
」（
平
成
二
十
七
年
六
月
、
初
出
昭
和　
五
十
四
年
）
　
51
別
本
『
河
野
系
図
』
で
は
傍
線
な
し
。
島
原
本
『
古
系
図
』
乙
本
は
、
傍
線
部
は
「
養
子
也
」。
二
神
本
は
こ
の
部
分
公
開
画
像
な
し
。
　
52【
越
智
稲
葉
】・【
早
系
】
は
「
」
に
「
任
対
馬
守
」
が
混
入
。【
上
系
】
二
重
線
部
な
し
。
　
53『
河
野
軍
記
』
で
は
傍
線
「
六
万
」
と
す
る
。
内
閣
本
『
予
陽
河
野
家
譜
』
に
は
舟
・
人
数
な
し
。
　
54
聖
藩
本
・
臼
杵
甲
・
同
乙
本
・
今
治
市
河
野
美
術
館
本
・
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
狩
野
本
・
得
能
本
・
京
大
本
・
島
原
本
・
群
馬
　
大
学
附
属
図
書
館
蔵
新
田
本
同
。
破
線
は
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
　
55
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
島
原
本
・
河
野
本
同
。
　
56
河
野
正
信
氏
蔵
『
河
野
系
図
』
で
も
「
出
江
氏
橋
立
氏
」
と
、
各
々
名
字
に
す
る
（
軍
記
物
語
研
究
叢
書
八
に
よ
る
）。
　
57
国
会
図
書
館
蔵
本
の
電
子
公
開
。
内
閣
文
庫
蔵
写
本
で
は
ｘ
「
ヲ
見
捨
、
落
行
」、
ｙ
「
指
ヲ
サ
ヽ
レ
候
ハ
ン
事
」
と
す
る
（
電
子
　
公
開
）。
前
田
本
は
「
お
や親
の
う
た
る
ゝ
を
見
捨
て
にゝ
く逃
る
も
の者
や
候
」
と
簡
潔
（
汲
古
書
院
刊
『
前
田
家
本
承
久
記
』
の
影
印
に
よ
る
）。
　
『
承
久
兵
乱
記
』
も
同
（
村
上
光
徳
氏
編
の
『
承
久
兵
乱
記
』
の
翻
刻
）。
慈
光
寺
本
に
は
該
当
部
な
し
（
村
上
光
徳
氏
編
『
承
久
記　
　
慈
光
寺　
全
』）。
　
58
臨
川
書
店
刊
の
影
印
に
よ
る
。
１
米
沢
本―
「
高
直
」、
２
南
部
本
・
米
沢
本―
「
責
ケ
レ
ハ
」、
３
南
部
本―
「
又
其
弟
」、
４
米
　
沢
本―
「
舅
」、
５
南
部
本―
「
鷹
尾
」。
南
部
本
は
電
子
公
開
に
よ
る
－65－
